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●
歯
科
サ
タ
デ
イ
ナ
イ
ト
セ
ミ
ナ
ー 

夢
の
レ
ー
ザ
ー
誕
生
か 

山
本
　
司
（
野
々
市
町
・
歯
科
） 

八
月
二
十
八
日
、
金
沢
都
ホ

テ
ル
「
能
登
の
間
」
に
お
い
て
、

歯
科
サ
タ
デ
イ
ナ
イ
ト
セ
ミ
ナ

ー
が
開
催
さ
れ
、
歯
科
会
員
を

中
心
に
二
十
人
の
参
加
者
が
集

ま
っ
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ

は
「
歯
科
レ
ー
ザ
ー
が
拓
く
先

端
予
防
・
治
療
」
で
、
大
阪
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授
で

あ
る
粟
津
邦
男
先
生
を
お
招
き

し
て
、
最
新
の
レ
ー
ザ
ー
を
用

い
た
根
面
カ
リ
エ
ス
な
ど
の
予

防
に
つ
い
て
お
話
を
伺
っ
た
。

お
話
は
、
従
来
の
歯
科
用
レ

ー
ザ
ー
の
概
念
な
ど
の
基
礎
的

な
説
明
に
始
ま
り
、
次
い
で
各

種
レ
ー
ザ
ー
の
使
用
方
法
や
臨

床
的
効
果
の
基
礎
を
お
話
さ
れ

た
。
レ
ー
ザ
ー
の
『
波
長
の
長

さ
』
と
『
照
射
時
間
』
が
臨
床

的
な
効
果
に
違
い
を
及
ぼ
す
こ

と
が
重
要
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ

た
。
つ
ま
り
レ
ー
ザ
ー
の
波
長

の
長
短
に
よ
っ
て
止
血
効
果
の

程
度
や
、
治
癒
す
る
ま
で
の
期

間
に
差
が
で
き
た
り
す
る
こ

と
、
照
射
時
間
を
短
く
す
る
こ

と
で
照
射
部
位
の
温
度
を
一
気

に
上
昇
さ
せ
て
炭
化
す
る
こ
と

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
の

二
点
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し

て
歯
牙
を
き
れ
い
に
削
る
こ
と

が
で
き
る
理
論
を
明
快
に
実
験

写
真
を
基
に
解
説
さ
れ
た
。

ま
た
、
粟
津
先
生
の
研
究
チ

ー
ム
は
世
界
に
九
台
し
か
な
い

あ
ら
ゆ
る
波
長
の
レ
ー
ザ
ー
を

作
り
出
す
こ
と
の
で
き
る
自
由

電
子
レ
ー
ザ
ー
（
Ｆ
Ｅ
Ｌ
）
を

駆
使
し
、
最
先
端
の
実
験
を
し

て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
こ

と
な
ど
も
吐
露
さ
れ
た
。
そ
の

装
置
を
用
い
る
こ
と
で
、
象
牙講師の粟津邦男大阪大学大学院工学研究科教授

質
を
エ
ナ
メ
ル
化
で
き
る
最
適

な
条
件
が
、
レ
ー
ザ
ー
波
長

9.4 µ
m

近
傍
で
あ
る
こ
と
を
突

き
止
め
た
。
そ
れ
は
象
牙
質
の

結
晶
構
造
を
焼
き
な
ま
し
の
原

理
で
エ
ナ
メ
ル
質
の
結
晶
構
造

に
近
づ
け
る
と
い
う
も
の
だ
。

●
小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
て 

ス
タ
ッ
フ
の
努
力
が 

　
　
　

口
腔
内
に
表
わ
れ
て 

津
田
　
謹
誠
（
津
幡
町
・
歯
科
） 

た
だ
し
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十

分
で
、
パ
ル
ス
幅
を
五
ピ
コ
セ

カ
ン
ド
（
五
兆
分
の
一
秒
・
も

っ
と
短
時
間
の
百
三
十
フ
ェ
ル

ト
秒
・
ｆ
ｓ
＝
十
の
十
五
乗
分

の
一
秒
単
位
な
ら
も
っ
と
ク
リ

ア
な
形
成
が
可
能
）
と
い
う
の

が
絶
対
条
件
で
あ
る
そ
う
だ
。

長
い
時
間
だ
と
歯
牙
は
黒
く
炭

化
し
て
し
ま
う
ら
し
い
が
、
超

短
時
間
な
ら
タ
ー
ビ
ン
で
歯
牙

を
形
成
す
る
よ
り
も
は
る
か
に

細
か
な
オ
ー
ダ
ー
で
、
正
確
に

歯
牙
を
削
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
と
い
う
。
ま
さ
に
実
用
化
に

な
れ
ば
夢
の
レ
ー
ザ
ー
の
誕
生

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
そ
の
装
置
は
今
の

と
こ
ろ
小
さ
な
家
一
軒
く
ら
い

の
大
き
な
装
置
ら
し
い
が
、
改

良
は
十
分
可
能
で
、
日
々
の
臨

床
で
そ
の
レ
ー
ザ
ー
を
当
た
り

前
の
よ
う
に
使
え
る
日
が
、
近

い
将
来
や
っ
て
く
る
と
の
言
葉

に
は
説
得
力
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
番
外
編
と
し
て
、
ア

テ
ロ
ー
ム
性
の
動
脈
硬
化
症
の

治
療
に
も
、
血
管
壁
を
損
傷
し

な
い
で
邪
魔
な
組
織
の
み
を
除

去
で
き
る
こ
と
が
実
験
的
に
は

証
明
さ
れ
、
後
は
実
用
化
に
向

け
て
突
き
進
む
だ
け
と
い
う
状

況
で
あ
る
こ
と
も
報
告
さ
れ
、

関
心
を
引
い
た
。

八
月
十
九
日
（
木
）
午
後
七

時
か
ら
、
内
灘
町
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
小
児
糖
尿
病
サ
マ
ー
キ
ャ

ン
プ
が
実
施
さ
れ
、
今
回
、
初

め
て
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

参
加
の
き
っ
か
け
は
、
自
医

院
の
小
学
生
の
糖
尿
病
を
患
っ

て
い
る
患
者
さ
ん
か
ら
「
サ
マ

ー
キ
ャ
ン
プ
に
毎
年
参
加
し
て

い
て
、楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」

と
聞
い
て
、
で
は
実
際
歯
科
で

は
ど
ん
な
こ
と
を
取
り
組
ん
で

い
る
の
だ
ろ
う
か
と
興
味
を
持

っ
た
次
第
で
す
。

今
回
、
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し

て
い
る
子
ど
も
さ
ん
は
、
二
歳

〜
十
八
歳
の
二
十
一
人
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
看
護
学
校
の
学
生

二
十
数
人
、
保
護
者
お
よ
び
ス

タ
ッ
フ
合
わ
せ
て
六
十
人
を
超

え
る
多
人
数
で
あ
り
ま
し
た
。

小
島
登
先
生
が
ス
ラ
イ
ド
を

用
い
て
、
う
蝕
発
症
の
リ
ス
ク

（
唾
液
の
量
及
び
性
質
）
に
つ

い
て
、
特
に
糖
尿
病
患
者
は
唾

液
が
少
な
く
、
食
べ
物
を
口
に

入
れ
て
か
ら
唾
液
が
中
性
に
な

る
に
は
少
な
く
て
も
二
時
間
は

必
要
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
歯

肉
炎
と
歯
周
炎
の
違
い
や
歯
周

病
患
者
の
メ
イ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

重
要
性
を
、
一
般
的
に
は
四
十

歳
代
か
ら
歯
周
炎
が
起
こ
り
や

す
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
糖

尿
病
患
者
の
場
合
は
、
二
十
歳

か
ら
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
る

こ
と
を
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
す
れ

ば
、
必
ず
、
良
く
な
る
こ
と
を

強
調
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
の
後
列
に
座
っ
て
聞
い
て

い
た
保
護
者
の
方
は
、
小
島
先

生
の
お
話
や
、
症
例
の
ス
ラ
イ

ド
を
見
て
、
敏
感
に
反
応
し
て

お
り
、
要
点
を
し
っ
か
り
、
メ

モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
小
島
先
生
と
私
と
で

歯
科
検
診
を
行
い
ま
し
た
が
、

囲 

解 
答 

碁 

黒
1
か
ら
3
が
急
所
の
一
手
で
以

下
黒
7
ま
で
白
死
で
す
。
黒
3
で
7

は
白
6
で
活
き
。
黒
1
で
4
は
白
3

黒
6
白
5
黒
2
白
1
黒
イ
白
ロ
で
セ

キ
に
な
り
ま
す
。
 

（問題は8面にあります） 

1 2 3 4 5 6 7 8 9
一 

二 

三 

四 

五 

六 

七 

12

4 6

イ ロ 

5
7 1
3

3
一
銀
不
成
、
同
玉
、
4
一
飛
、
3
二

玉
、
2
三
銀
、
同
玉
、
2
一
飛
成
、
2

二
香
、
1
五
桂
ま
で
九
手
詰
め
。 

〈
解
説
〉
2
一
角
成
は
、
同
玉
、
3
一
飛
、

1
二
玉
、
2
一
銀
、
2
二
玉
以
下
詰
み

ま
せ
ん
。
3
一
銀
不
成
か
ら
4
一
飛
と

す
る
の
が
準
備
段
階
で
す
。
3
二
玉
に

4
二
飛
成
と
す
る
の
は
2
三
玉
、
3
二

銀
、
1
二
玉
、
3
一
銀
不
成
、
3
二
香

と
さ
れ
不
詰
め
。
2
三
銀
が
狙
い
の
一

手
で
、
玉
以
外
の
駒
で
取
る
の
は
4
二

飛
成
ま
で
。
同
玉
に
桂
を
取
り
、
吊
し

桂
の
詰
み
上
が
り
に
な
り
ま
す
。 

（
問
題
は
8
面
に
あ
り
ま
す
） 

将
棋
解
答 

将
棋
解
答 

私
の
医
院
に
来
て
い
る
患
者
さ

ん
よ
り
も
、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
が

と
て
も
上
手
で
、
私
が
想
像
し

て
い
た
重
篤
な
歯
周
疾
患
の
子

ど
も
さ
ん
は
、
一
人
も
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
小
さ
い
な
が
ら
に

も
危
機
感
を
持
ち
、
ま
た
、
ス

タ
ッ
フ
の
方
々
の
努
力
が
、
口

腔
内
に
表
れ
て
い
る
の
だ
な
あ

と
感
じ
ま
し
た
。

私
も
微
力
な
が
ら
何
か
役
に

立
つ
こ
と
が
な
い
も
の
か
と
自

問
自
答
し
な
が
ら
、
サ
マ
ー
キ

ャ
ン
プ
を
後
に
し
た
次
第
で

す
。

学術講演会「歯科における再生医療‐第二の永久歯」 
10月17日（日）　午前9時～午前11時30分 
ホテル日航金沢  4階 鶴の間 
上田　実 先生 （名古屋大学大学院医学系研究科教授） 
歯科医師、医師、歯科スタッフ 
1,000円（非会員 6,000円） 

日　時 

場　所 

講　師 

参加対象 
参加費 
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Comprehensive Dental Care歯科学術講演会のご案内 歯科学術講演会のご案内 Comprehensive Dental Care
『歯科医師は、患者の口腔の健康に関した問題を診査するにあたり“現在必要とするいくつかの処置が終

わったあと、10年後にその患者の口腔全体の健康状態がどうなっているであろうか”を自ら問う必要がある。』 

Bernier,J.Lが提唱したComprehensive dentistryの理念です。 

われわれはこれまで、日々の修復（Traditional Dentistry）に追われてきました。超高齢社会となった今、

患者の意味ある人生（QOL）に関わる歯科医療を目指し、40年にわたる臨床で、それらを実践してこられ

た川村先生を金沢にお招きします。先生のお話をうかがうことは、われわれにとって、まさに目からウロコ、

“ハッ”と自らを振り返る機会となるでしょう。  

多くの皆さまのご参加をお待ちしています。なお、会場の都合もありますので、できるだけ早めにお申込

みください。 

講　　師 

開催日時 

開催場所 

参加対象 

参　加　費 

申込みは右記まで 

川村　泰雄氏（医療法人川村会会長） 
9月26日（日） 午前9時～午後1時 
金沢都ホテル　5階 能登の間 
（JR金沢駅東口正面　電話076‐261‐2111） 

歯科医師 
無　料（非会員医療機関  5,000円） 

石川県保険医協会 
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─ 今こそ思い切った改革を ─ 

〒920‐0902   金沢市尾張町2‐8‐23 太陽生命金沢ビル6階 
TEL 076‐222‐5373  FAX 076‐231‐5156 　E-mail:iskw_kudo@doc-net.or.jp
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本
紙
で
も
既
報
の
ご

と
く
、
昨
年
末
よ
り
お

隣
の
富
山
県
に
お
い

て
、
一
連
の
監
査
事
件

が
発
生
し
て
い
る
。
調

剤
薬
局
で
の
内
部
告
発

に
続
く
四
医
療
機
関
の
個
別
指
導
そ

し
て
監
査
。
結
果
二
件
が
保
険
医
取

り
消
し
、
一
件
が
戒
告
。
残
る
一
件

が
継
続
中
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
事
件
が
今
、
富
山
の
み
な
ら

ず
全
国
の
開
業
医
へ
波
紋
を
広
げ
て

い
る
。そ
れ
は
処
分
理
由
に
比
し
て
、

処
分
内
容
が
あ
ま
り
に
厳
し
い
か
ら

で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ

が
、保
険
診
療
は
契
約
診
療
で
あ
る
。

「
療
養
担
当
規
則
」「
医
科
点
数
表
の

解
釈
」
の
み
な
ら
ず
医
師
法
、
健
康

保
険
法
な
ど
各
種
法
律
を
理
解
し
、

遵
守
す
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。
知

ら
な
い
こ
と
は
無
論
免
罪
符
と
は
な

ら
な
い
。
今
回
の
事
件
も
保
険
診
療

に
対
す
る
理
解
不
足
、
ま
た
、
法
律

へ
の
無
知
な
ど
、
責
め
ら
れ
る
べ
き

点
は
多
々
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で

も
納
得
で
き
な
い
数
々
の
疑
問
が
残

る
。今

回
の
事
件
に
お
い
て
、
医
療
機

関
に
と
っ
て
、
死
刑
宣
告
に
等
し
い

取
消
処
分
が
果
た
し
て
公
正
で
、
か

つ
開
か
れ
た
基
準
で
実
施
さ
れ
て
き

た
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

二
つ
の
問
題
点
を
指
摘
し
て
お
き

た
い
。一
つ
は
処
分
の
基
準
で
あ
る
。

戒
告
と
取
り
消
し
は
天
と
地
の
差
で

あ
る
。
そ
れ
は
ど
う
い
う
基
準
に
よ

っ
て
分
か
れ
る
の
か
。
全
国
に
あ
ま

た
あ
る
処
分
に
公
平
に
適
用
さ
れ
て

い
る
の
か
。
今
回
の
取
り
消
し
理
由

の
一
つ
に
「
寝
た
き
り
患
者
へ
の
便

宜
の
た
め
、
処
方
箋
を
直
接
調
剤
薬

局
へ
送
っ
た
」と
い
う
も
の
が
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
、
富
山
社
会
保
険
事
務

局
は
「
処
方
箋
を
交
付
し
た
後
の
薬

の
授
受
の
心
配
を
医
療
機
関
が
す
る

か
ら
誤
解
さ
れ
る
」
と
繰
り
返
し
述

べ
て
い
る
。
開
業
医
と
は
患
者
の
全

生
活
を
気
に
と
め
る
も
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
こ
そ
、
開
業
医
な
の
だ
。
特

別
の
関
係
に
あ
る
会
社
に
市
価
の
七

倍
の
値
段
で
名
簿
を
発
注
す
る
官
庁

と
、
患
者
の
心
配
を
す
る
あ
ま
り
結

果
と
し
て
法
律
違
反
と
な
る
医
療
機

関
。こ
れ
が
社
会
の
現
実
と
す
れ
ば
、

法
律
と
は
何
な
の
か
、
と
問
わ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
。

二
つ
目
は
、
守
る
べ
き
法
令
、
診

療
ル
ー
ル
の
あ
ま
り
の
煩
雑
さ
で
あ

る
。「
医
科
点
数
表
の
解
釈
本
」
は

も
う
辞
書
の
ご
と
く
肥
大
化
し
て
い

る
。
数
々
の
法
律
と
合
わ
せ
、
そ
の

す
べ
て
を
開
業
医
が
把
握
す
る
こ
と

は
、
す
で
に
非
現
実
的
で
あ
る
。
重

箱
の
隅
を
つ
つ
く
よ
う
な
ル
ー
ル
。

難
解
な
官
僚
用
語
。
何
度
読
ん
で
も

理
解
で
き
な
い
の
は
読
む
側
の
み
の

責
任
だ
ろ
う
か
。
世
界
中
で
こ
の
よ

う
な
膨
大
な
取
り
決
め
を
課
し
て
い

る
の
は
日
本
だ
け
で
は
な
か
ろ
う

か
。
そ
れ
で
診
療
業
務
に
支
障
を
来

し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
こ
そ
本

末
転
倒
で
あ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
個
々
の
医
療
機
関
に

対
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
ル
ー
ル
の

周
知
徹
底
を
図
る
よ
う
努
力
し
て
い

く
。
一
方
、
行
政
機
関
に
対
し
て
は

処
分
ル
ー
ル
の
透
明
化
、
公
平
化
、

さ
ら
に
は
煩
雑
な
ル
ー
ル
の
簡
素

化
、
現
実
に
即
し
た
対
応
を
切
に
求

め
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
結
局
、

利
用
者
で
あ
る
患
者
さ
ん
の
利
益
だ

と
信
じ
る
か
ら
だ
。

ル
ー
ル
の
簡
素
化
と 

現
実
に
即
し
た
対
応
を 

全
国
に
波
紋
呼
ぶ
富
山
監
査
事
件 

長
尾
医
院
長
　
長
尾
　
信（
美
川
町
・
内
科
、呼
吸
器
科
、消
化
器
科
、外
科
） 

会員デビュー講演     
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3

地
域
医
療
再
生
に
挑
戦 

三
年
間
の
開
業
を
振
り
返
っ
て 

　
　
　
〜
　

今
　

後
　

の
　

展
　

望
　

〜 

テーマ 

二
〇
〇
一
年
一
月
に
開
業
し

て
い
た
父
が
亡
く
な
り
、当
初
、

開
業
を
考
え
て
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
亡
き
父
の
思
い
と

地
域
医
療
に
捧
げ
た
情
熱
を
感

じ
て
い
た
私
は
、
悩
ん
だ
末
、

開
業
に
踏
み
切
り
、
同
年
三
月

に
同
地
で
開
業
し
ま
し
た
。

前
任
地
の
富
山
県
氷
見
市
民

病
院
、
金
沢
大
学
第
一
外
科

（
現
・
心
肺
総
合
外
科
）、
医
師

会
の
諸
先
生
方
に
ご
配
慮
頂
い

た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
ご
ざ
い

ま
せ
ん
。

■
開
業
当
時
の
問
題
点

①
専
門
性
を
打
ち
出
す
べ
き
か

②
標
榜
科
目
の
問
題
（
医
師
会

の
担
当
理
事
の
方
に
相
談
）

③
職
員
の
問
題

④
手
書
き
レ
セ
プ
ト
の
問
題

（
平
成
十
三
年
十
一
月
・
レ

セ
コ
ン
導
入
）

⑤
地
域
の
医
療
状
況
、
状
態
の

認
識
不
足

以
上
の
問
題
が
あ
り
ま
し

た
。

■
現
在
の
状
況

職
員
は
引
き
続
き
勤
務
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、
現
在
は
、

受
付
・
医
療
事
務
四
人
（
レ
セ

コ
ン
二
台
）
準
看
護
師
一
人
、

看
護
助
手
一
人
の
構
成
で
す
。

診
療
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ

ア
中
心
に
家
庭
医
と
し
て
取
り

組
み
、
在
宅
医
療
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
（
往
診

一
〜
十
件
／
日
、
平
均
五
〜
六

件
／
日
）。

ま
た
、
時
間
外
は
携
帯
電
話

に
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
内
視

鏡
、
Ｃ
Ｔ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
の
検

査
は
紹
介
と
し
、
近
隣
病
院
・

有
床
診
療
所
・
専
門
医
院
と
の

連
携
に
努
め
る
と
と
も
に
（
診

療
情
報
提
供
二
百
三
十
件
／
平

成
十
五
年
）、
開
放
型
病
床
の

活
用
を
中
心
に
患
者
様
の
状

況
・
病
態
に
合
っ
た
病
院
へ
の

入
院
を
心
が
け
て
い
ま
す
（
六

十
一
人
／
の
べ
五
五
三
日
、
平

均
九
・
一
日
の
利
用
）。

ま
た
、
緊
急
往
診
で
入
院
が

必
要
な
際
（
救
急
車
を
呼
ぶ
場

合
）は
必
ず
同
乗
し
て
い
ま
す
。

■
こ
の
三
年
で
学
ん
だ
こ
と

①
医
療
経
済
学
を
学
ぶ
必
要
性

（
医
療
、
介
護
を
含
め
た
状

況
の
把
握
と
、
今
後
の
方
向

性
の
見
極
め
。
よ
く
情
報
を

見
聞
き
す
る
こ
と
。
良
き
相

談
相
手
を
見
つ
け
る
こ
と
の

大
切
さ
）

②
特
養
ホ
ー
ム
な
ど
の
介
護
保

険
施
設
の
問
題
（
特
養
嘱
託

医
を
三
年
間
経
験
し
て
／
二

〇
〇
一
年
四
月
〜
二
〇
〇
四

年
三
月
）

③
在
宅
医
療
の
問
題
（
一
人
暮

ら
し
の
人
、
行
き
場
所
が
見

つ
か
ら
な
い
人
へ
の
対
応
な

ど
）

④
長
期
入
院
を
必
要
と
す
る
人

た
ち
の
問
題

⑤
不
定
愁
訴
の
多
い
人
へ
の
取

り
組
み
（
う
つ
傾
向
の
人
の

多
さ
）
な
ど

近
年
、
生
活
環
境
、
家
族
構

成
の
問
題
も
あ
り
、
要
介
護
の

高
齢
者
の
方
々
が
大
き
な
介
護

保
健
施
設
に
入
所
さ
れ
る
こ
と

は
理
解
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、

特
養
の
嘱
託
医
を
三
年
間
経
験

し
、施
設
内
で
の
医
療
行
為
が
、

医
師
は
も
と
よ
り
看
護
師
・
介

護
職
員
の
負
担
と
な
っ
て
お

り
、
あ
る
部
分
で
は
な
し
く
ず

し
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
介

護
職
員
が
行
う
内
容
を
吟
味
す

る
と
、
在
宅
と
施
設
間
で
は
大

き
く
差
が
あ
り
、
ど
こ
ま
で
の

医
療
行
為
を
認
め
て
行
っ
て
い

く
か
が
大
き
な
課
題
と
思
わ
れ

ま
す
。
医
師
会
レ
ベ
ル
で
も
在

宅
医
療
を
含
め
て
、
介
護
職
員

の
行
う
仕
事
内
容
を
再
度
議
論

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
差
が
開
い
た
ま

ま
で
は
、
在
宅
は
大
変
、
施
設

は
楽
と
い
う
話
に
な
り
、
在
宅

を
し
た
い
と
い
う
方
々
が
さ
ら

に
減
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も
あ

る
と
も
い
え
ま
す
。

ま
た
、
施
設
医
療
で
は
ド
ク

タ
ー
フ
ィ
ー
が
発
生
し
て
い
ま

せ
ん
。
そ
し
て
、
地
域
患
者
さ

ん
の
減
少
に
も
つ
な
が
り
、
わ

れ
わ
れ
医
療
従
事
者
の
場
が
減

ら
さ
れ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
開
業
医
の
急

増
す
る
現
在
、
医
業
経
営
的
に

も
問
題
で
あ
り
、
今
後
注
視
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
施
設
で
の
医
療
行

為
を
質
量
と
も
十
分
に
受
け
る

こ
と
は
現
状
で
は
不
可
能
で
あ

り
、
そ
れ
は
、
高
齢
者
が
本
来

受
け
る
べ
き
医
療
の
機
会
を
得

ら
れ
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
ま

す
。そ

う
な
ら
な
い
た
め
に
、
わ

れ
わ
れ
医
師
が
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

を
と
っ
て
地
域
医
療
を
行
い
得

る
環
境
を
作
っ
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
当
院
の
今
後
の
取
り
組
み

①
前
述
を
も
と
に
、
医
療
行
為

を
必
要
に
応
じ
て
自
由
に
施

せ
る
地
域
密
着
型
の
小
規
模

施
設
を
作
る
こ
と
が
可
能

か
？
（
そ
れ
も
一
人
だ
け
の

力
で
な
く
複
数
の
医
師
で
共

同
経
営
を
、
ま
た
は
い
ろ
い

ろ
な
医
師
が
出
入
り
可
能
な

も
の
を
）

②
職
員
の
教
育
（
医
療
情
報
を

学
ぶ
こ
と
の
必
要
性
）

③
電
子
カ
ル
テ
の
導
入
（
人
員

削
減
で
な
く
、
人
を
育
て
て

有
効
に
働
い
て
い
た
だ
く
た

め
の
手
段
と
し
て
）

④
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み

は
可
能
か
？

⑤
有
床
診
療
所
の
可
能
性
は
？

以
上
を
も
と
に
、
周
囲
の
諸

先
生
方
と
強
調
し
、
地
域
医
療

再
生
に
挑
戦
し
続
け
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

開業医としての展望について講演する長尾信会員

※会場の地図や駐車場などについては  
案内チラシをご確認ください。 

会員デビュー講演 
シンポジウム 

第8回 

10月14日（木） 
 午後7時半～9時 

保険医協会会議室 
（金沢市尾張町２丁目８番２３号 
  太陽生命金沢ビル６階） 

北村　学 
「開業後に思うこと」 

きたむら内科クリニック院長（小松市・内科） 

森　善裕 
「今、求められる有床診療所とは」 
森クリニック院長（七尾市・外科） 

長山郁夫 
「開業 before after」 
長山耳鼻咽喉科医院院長 
（金沢市・耳鼻咽喉科） 
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七
月
十
七
日
・
十
八
日
の
両
日
、
東
京
・
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
で
、
保
団
連
の
第
三
十
四

回
夏
季
セ
ミ
ナ
ー
が
開
か
れ
た
。

政
府
の
医
療
「
構
造
改
革
」
に
対
峙
す
る
た
め
の
「
社
会
保
障
と
平
和
を
基
盤
と
す
る
国

づ
く
り
」
に
向
け
た
政
策
討
論
な
ど
が
行
わ
れ
、
医
師
百
八
人
、
歯
科
医
師
七
十
六
人
を
は

じ
め
、
総
勢
三
百
五
十
四
人
が
参
加
し
た
。

石
川
協
会
か
ら
は
平
田
米
里
理
事
、
奥
田
宏
理
事
、
山
本
司
歯
科
部
員
の
三
人
が
出
席
し

た
。
以
下
、
報
告
原
稿
を
掲
載
す
る
。

（
編
集
部
）

特別講座１　特別講座１　 

「
国
民
医
療
と 

  
　 

社
会
保
障
」 

理
事
　
平
田
　
米
里
（
野
々
市
町
・
歯
科
） 

特別講座１　特別講座１　 特別講座１　 ほ 
　か 
ほ 
　か 
ほ 
　か 

七
月
十
八
日
の
午
前
中
は
、

特
別
講
座
一
・
『
国
民
医
療
と

社
会
保
障
』
唐
鎌
直
義
専
修
大

学
教
授
の
講
演
に
、
大
き
な
期

待
を
持
っ
て
参
加
し
た
。
会
場

は
百
人
を
越
え
る
人
が
参
加
し

盛
況
で
あ
っ
た
。
そ
の
大
き
な

会
場
は
フ
ラ
ッ
ト
な
設
定
だ
っ

た
た
め
、
氏
は
顔
が
見
え
る
よ

う
に
と
の
配
慮
か
ら
か
、
最
初

か
ら
最
後
ま
で
二
時
間
以
上
も

立
ち
っ
ぱ
な
し
で
熱
弁
を
振
る

わ
れ
た
。

講
演
要
旨
を
詳
細
に
記
述
で

き
な
い
が
、
個
人
的
に
伝
え
て

お
き
た
い
箇
所
を
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
一
つ
は
、
社
会
保
障
は

な
ぜ
生
ま
れ
た
の
か
と
い
う
点

に
関
し
て
、
私
に
と
っ
て
新
鮮

で
非
常
に
分
か
り
や
す
い
解
説

を
い
た
だ
い
た
。

・
・
・
十
九
世
紀
末
に
お
い

て
、
世
界
一
豊
か
な
英
国
に
、

特
別
な
場
合
を
除
け
ば
貧
困
な

ん
ぞ
あ
る
訳
が
な
い
？
と
い
う

仮
説
を
検
証
す
べ
く
、
船
会
社

の
オ
ー
ナ
ー
で
大
金
持
ち
の
チ

ャ
ー
ル
ズ
・
ブ
ー
ス
は
私
財
を

投
げ
打
っ
て
、
当
時
流
行
し
始

め
た
統
計
学
的
手
法
を
使
い
調

査
し
た
結
果
、
三
十
五
パ
ー
セ

ン
ト
も
の
貧
困
層
が
あ
る
こ
と

が
判
明
し
た
と
い
う
。
当
時
、

他
人
に
頼
ら
な
い
で
家
族
が
普

通
に
生
き
て
い
け
る
に
は
週
に

二
十
二
シ
リ
ン
グ
以
上
の
収
入

が
必
要
と
い
う
（
自
己
流
の
）

基
準
を
設
定
し
、
そ
れ
以
下
な

ら
貧
困
と
定
義
し
た
そ
う
だ
。

そ
れ
ま
で
は
、
貧
困
の
原
因
は

個
人
的
な
理
由（
怠
け
者
な
ど
）

が
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
た
の

だ
が
、
検
証
し
て
み
た
ら
七
割

が
不
規
則
就
業
（
安
定
し
た
雇

用
が
な
い
）
、
二
割
が
境
遇
、

一
割
が
道
徳
的
に
問
題
が
あ
る

と
分
か
っ
た
と
い
う
。
こ
こ
か

ら
が
英
国
の
偉
い
と
こ
ろ
？

で
、
つ
ま
り
大
部
分
の
貧
困
は

個
人
の
問
題
で
な
く
、
社
会
的

要
因
が
原
因
だ
か
ら
こ
そ
、
社

会
が
支
援
す
る
必
要
が
あ
る
と

結
論
付
け
、
対
策
に
乗
り
出
し

た
も
の
が
社
会
保
障
の
起
源
と

な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

・
・
・
そ
の
道
を
専
攻
し
た

方
々
に
は
多
少
の
異
論
も
あ
る

か
も
し
れ
な
い
が
、
私
に
は
す

っ
き
り
し
た
解
説
に
思
え
た
。

と
同
時
に
、
保
団
連
の
主
張
が

『
真
理
』
に
思
え
て
き
た
。
現

在
の
『
市
場
経
済
型
の
資
本
主

義
』
と
『
福
祉
国
家
型
の
資
本

主
義
』
と
の
違
い
が
、『
賃
金
』

と
『
公
共
財
』
（
医
療
・
福

祉
・
教
育
・
住
宅
な
ど
の
個
人

で
す
べ
て
用
意
す
る
に
は
負
担

の
大
き
い
も
の
）
と
の
比
率
の

違
い
に
な
る
関
係
が
図
解
で

き
、
愚
鈍
な
私
に
も
す
っ
き
り

見
え
て
き
た
気
が
し
た
。

も
う
一
つ
印
象
的
な
お
話

は
、
・
・
・
百
年
ほ
ど
前
に
医

学
の
発
達
に
よ
り
、
医
者
に
か

か
れ
ば
命
が
助
か
る
時
代
に
な

り
、
医
療
と
い
う
新
し
い
ニ
ー

ズ
が
生
ま
れ
た
が
、
そ
れ
は
高

価
な
も
の
で
も
あ
っ
た
。
資
本

主
義
国
家
に
お
い
て
は
、
各
個

人
が
全
員
、
高
い
医
療
費
を
払

え
る
よ
う
な
賃
金
を
得
る
こ
と

は
困
難
で
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど

高
い
給
与
で
な
く
て
も
お
互
い

に
助
け
合
え
る
制
度
を
作
れ

ば
、
高
価
な
医
療
で
も
手
に
入

る
。
つ
ま
り
社
会
保
険
制
度
は

そ
の
よ
う
な
背
景
を
持
っ
て
生

ま
れ
た
側
面
が
あ
る
。
長
寿
社

会
は
医
学
の
発
展
が
も
た
ら
し

た
と
の
視
点
が
強
調
さ
れ
て
い

る
が
、
実
は
、
社
会
保
障
が
で

き
た
た
め
に
誰
で
も
安
く
医
療

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

点
を
忘
れ
て
い
る
。
本
当
は
こ

の
点
の
ほ
う
が
重
要
な
の

だ
・
・
・
と
の
指
摘
は
、『
戦

争
と
社
会
主
義
へ
の
対
抗
手
段

と
し
て
の
社
会
保
障
の
発
展
』

の
解
説
を
昨
年
の
セ
ミ
ナ
ー
で

工
藤
恒
夫
氏
か
ら
お
聞
き
し
、

分
か
っ
た
よ
う
な
気
に
な
っ
て

い
た
が
、
ま
た
ま
た
よ
り
強
力

な
援
護
射
撃
を
戴
い
た
よ
う

で
、
何
か
胸
の
つ
か
え
が
ス
ー

ッ
と
消
え
て
い
く
よ
う
で
心
地

よ
か
っ
た
。

午
後
の
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

も
格
調
高
か
っ
た
。保
団
連
も
、

こ
れ
だ
け
の
人
材
を
揃
え
る
こ

と
が
で
き
る
と
は
大
し
た
も
の

だ
と
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。

午
後
第
一
部
の
、
李
啓
充
氏

の
講
演
は
良
か
っ
た
。
日
本
は

ア
メ
リ
カ
の
真
似
を
し
よ
う
と

し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
米
国
で

今
何
が
起
き
て
い
る
か
を
知
っ

た
上
で
の
こ
と
か
？
い
か
に
悲

惨
な
事
態
に
な
っ
て
い
る
か
、

マ
ネ
ジ
ド
ケ
ア
（
Ｈ
Ｍ
Ｏ
）
を

例
に
、
市
場
経
済
に
医
療
は
適

さ
な
い
し
、
混
合
診
療
も
良
く

な
い
と
明
快
な
理
論
で
切
り
捨

て
た
。

こ
の
講
演
の
内
容
は
『
月
刊

保
団
連
・
臨
時
増
刊
号
・
二
〇

〇
四
年
八
月
十
六
日
号
』
に

『
米
国
医
療
の
実
態
か
ら
日
本

の
医
療
改
革
を
考
え
る
』
と
題

し
て
、
詳
し
く
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
ぜ
ひ
一
読
を
お
勧
め
す
る

!!
（
一
時
間
強
も
あ
れ
ば
読
み

切
れ
る
量
で
あ
る
）。

ま
た
、
同
氏
の
『
市
場
原
理

に
揺
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
医
療
・

医
学
書
院
』も
お
勧
め
し
た
い
。

私
が
何
気
な
く
断
片
的
に
聞
き

知
っ
て
い
る
内
容
で
は
、
ア
メ

リ
カ
の
医
師
は
保
険
会
社
の
言

保団連地域医療活動交流集会  　　　のご案内 保団連地域医療活動交流集会  　　　のご案内 
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主催：全国保険医団体連合会地域医療対策部 

2004年11月27日（土）～28日（日） 
東京新宿・三省堂文化会館 1階ホール（新宿駅西口  徒歩15分） 
「痴呆高齢者の身体・心・口腔を地域で支える」 
27日（土）  記念講演／19：00～21：00（一般公開） 
 テ　ー　マ／「痴呆高齢者の体・心と地域ケアの課題」 
 講　　師／本間　昭先生 
  東京都老人総合研究所精神医学部門研究部長 
  日本痴呆ケア学会代表幹事 
  厚生労働省「高齢者介護研究会」委員 

 参　加　費／500円（資料代） 
 参加対象／協会会員及びスタッフ、医療・福祉関係者、市民の方々 
28日（日）  活動交流／10：30～15：30 
 ●活動報告と討論を行います。 
 第一セクション 
 演題テーマ／「痴呆高齢者への口腔ケアの実践と課題」 
  10：50～12：00 
  報告①新屋俊明先生（鹿児島協会） 
  報告②森元主税先生（東京歯科協会） 
 第二セクション 
 演題テーマ／「痴呆の早期発見・予防活動の実践と課題」 
  13：00～13：50 
  報告①「物忘れ外来の取り組み」（依頼中） 
  報告②「群馬県高崎市における物忘れ検診の取り組み」 
 　　　  月岡鬨夫先生（群馬協会） 
 第三セクション 
 演題テーマ／「痴呆高齢者ケアの実践と課題」 
  13：50～15：20 
  報告①片山成仁先生（東京協会） 
  報告②医師（依頼中） 
  報告③宮崎和加子氏（東京都。グループホーム長） 
 参　加　費／500円（資料代）　昼食弁当代（希望者のみ）／1,500円 
 参加対象／協会会員及びスタッフ、医療・福祉関係者 

日　時 

会　場 

テーマ 

内　容 

参加をご希望される場合は、保険医協会まで 
TEL（076）222‐5373  FAX（076）231‐5156

（
五
面
に
続
く
）

報
告 34回夏季セミナー 34回夏季セミナー 34回夏季セミナー 



（5）2004年9月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可） 第389号石 川 保 険 医 新 聞

保団連 第 保団連 第 保団連 第 
い
な
り
で
、
何
を
し
て
い
る
の

か
！
と
い
う
印
象
が
あ
っ
た

が
、
こ
の
本
に
よ
る
と
、
遂
に
、

少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
医
者

が
営
利
追
求
医
療
に
対
し
て
宣

戦
布
告
し
始
め
て
い
る
報
告

（
保
団
連
の
開
業
医
宣
言
と
は

少
し
違
う
が
、
医
療
者
の
独
立

宣
言
）
が
巻
末
に
載
っ
て
い
て

勇
気
付
け
ら
れ
る
。

午
後
の
第
二
部
は
パ
ネ
ラ
ー

の
名
前
だ
け
で
あ
る
が
報
告
し

て
お
く
。

○
石
川
協
会
某
役
員
絶
賛
の
読

売
新
聞
大
阪
本
社
科
学
部
次

長
・
原
昌
平
氏

○
日
本
患
者
・
家
族
団
体
協
議

会
代
表
幹
事
・
伊
藤
た
て
お

氏
○
金
沢
市
出
身
の
保
団
連
理

事
・
政
策
部
長
・
津
田
光
夫

氏
○
都
留
文
科
大
学
教
授
・
後
藤

道
夫
氏

知
っ
て
い
る
人
は
知
っ
て
い

る
、
一
人
ひ
と
り
が
講
演
会
が

打
て
る
論
客
ば
か
り
で
あ
る
。

来
年
も
参
加
し
た
く
な
る
。

夏
季
セ
ミ
ナ
ー
っ
て
い
い
な
。

参
加
で
き
て
幸
せ
で
あ
っ
た
。

（
四
面
の
続
き
）

記念講演記念講演 
「 

世
界
潮
流
と
日
本
の 

 

社
会
構
造
変
化 

 

二
十
一
世
紀
日
本
の
進
路
」 

理
事
　
奥
田
　
宏
（
金
沢
市
・
心
療
内
科
） 

記念講演記念講演 記念講演 記
念
講
演
の
寺
島
実
郎
さ
ん

の
話
（「
世
界
潮
流
と
日
本
の

社
会
構
造
変
化
　
二
十
一
世
紀

日
本
の
進
路
」）
は
、
医
療
・

保
険
に
は
直
接
関
係
は
な
か
っ

た
が
興
味
深
く
、
示
唆
に
富
む

も
の
だ
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
と
は

あ
た
り
ま
え
の
お
と
な
の
関
係

を
築
く
べ
き
だ
と
。

日
本
は
独
立
国
で
あ
り
、
他

国
の
軍
隊
の
基
地
が
冷
戦
の
と

き
の
ま
ま
に
あ
る
の
は
お
か
し

い
。
ド
イ
ツ
は
ア
メ
リ
カ
と
の

地
位
協
定
を
何
回
か
改
定
し
、

基
地
は
縮
小
し
て
い
る
。
大
中

国
圏
（
中
国
本
土
、
台
湾
、
香

港
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
と
の
貿

易
額
は
ア
メ
リ
カ
と
の
そ
れ
を

上
回
っ
た
。

二
年
後
か
ら
は
、
わ
が
国
は

人
口
が
減
り
、
二
〇
五
〇
年
に

は
一
億
人
に
な
る
。
そ
の
と
き

中
国
は
十
七
億
人
。
そ
の
中
国

と
い
か
に
付
き
合
い
、
経
済
関

係
を
築
い
て
い
く
の
か
が
大
き

な
課
題
と
な
る
。
物
流
の
観
点

か
ら
も
こ
れ
か
ら
は
裏
日
本
が

表
日
本
に
な
る
だ
ろ
う
と
の
指

摘
に
は
驚
い
て
し
ま
っ
た
。
日

本
海
が
ア
メ
リ
カ
と
中
国
・
朝

鮮
を
結
ぶ
海
路
に
な
る
（
現
に

な
っ
て
い
る
）。

一
方
、
昔
の
嫁
（
女
性
）
は

え
ら
か
っ
た
と
の
指
摘
は
老
人

介
護
の
面
で
は
当
た
ら
な
い
と

い
う
。
な
ぜ
な
ら
五
十
年
前
ま

で
日
本
の
六
十
五
歳
以
上
の
人

口
は
五
％
だ
っ
た
か
ら
。
病
気

に
な
っ
て
も
だ
い
た
い
三
カ
月

以
内
で
死
ん
で
い
た
。
と
こ
ろ

が
今
で
は
と
い
う
話
。

高
速
道
路
に
つ
い
て
も
中
国

で
は
ど
ん
ど
ん
作
り
ま
く
っ
て

い
る
。
日
本
は
こ
れ
以
上
は
つ

く
ら
な
い
と
い
う
風
潮
が
強

く
、必
要
な
道
路
も
考
え
な
い
。

国
の
在
り
方
に
つ
い
て
い
ろ
い

ろ
な
面
で
冷
静
に
必
要
な
戦
略

を
考
え
て
い
く
べ
き
と
の
指
摘

は
医
療
・
保
険
を
含
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
。

ま
た
、
二
日
目
の
特
別
講

座
・
市
民
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
も
す

ば
ら
し
く
、
社
会
保
障
は
そ
の

名
の
通
り
、
必
要
に
応
じ
て
で

き
て
き
た
も
の
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
も
患
者
さ
ん
の
代
表
、
マ
ス

コ
ミ
、
社
会
学
者
、
ア
メ
リ
カ

医
療
の
専
門
家
と
そ
ろ
い
、

「
保
険
証
一
枚
で
安
心
し
て
か

か
れ
る
医
療
を
│
医
療
へ
の
患

者
参
加
、
制
度
改
善
へ
の
国
民

参
加
を
考
え
る
」
に
ふ
さ
わ
し

い
内
容
だ
っ
た
。

政
府
の
企
業
救
済
の
従
来
か

ら
の
姿
勢
が
今
も
変
ら
な
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
た
。
企
業
を
救

い
、
企
業
が
国
民
に
給
料
を
払

い
、
そ
の
給
料
で
医
療
費
、
老

後
の
備
え
を
し
な
さ
い
と
の
姿

勢
。
し
か
し
現
実
は
若
い
層
を

中
心
に
不
安
定
雇
用
が
急
速
に

増
え
、
健
康
保
険
制
度
が
根
本

か
ら
崩
れ
よ
う
と
し
て
い
る
実

情
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。

特別講座特別講座 4
「
歯
科
医
療
改
革
へ 

  
向
け
た
政
策
と
運
動
」 

山
本
　
司
（
野
々
市
町
・
歯
科
） 

特別講座特別講座 4特別講座 4今
回
、
初
め
て
保
団
連
の
夏

季
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
に
あ

た
っ
て
、
全
国
の
保
険
医
協
会

に
は
ど
の
よ
う
な
人
た
ち
が
い

る
の
か
、
わ
く
わ
く
し
な
が
ら

平
田
理
事
と
東
京
へ
向
か
う
こ

と
に
な
っ
た
。

七
月
十
七
日
・
十
八
日
、
東

京
・
虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
に
て

保
団
連
第
三
十
四
回
夏
季
セ
ミ

ナ
ー
が
行
な
わ
れ
、
そ
の
中
で

二
日
目
の
特
別
講
座
「
歯
科
医

療
改
革
へ
向
け
た
政
策
と
運

動
」
に
参
加
し
た
。

会
場
に
は
全
国
か
ら
歯
科
医

師
四
十
一
人
、
事
務
局
員
十
七

人
の
参
加
が
あ
っ
た
。
提
案
者

は
奈
良
の
馬
場
先
生
、司
会
は

愛
知
の
池
先
生
、
助
言
者
は
森

本
日
大
名
誉
教
授
、
ま
と
め
は

新
潟
の
谷
田
部
先
生
で
執
り
行

わ
れ
た
。

初
め
に
馬
場
先
生
か
ら
問
題

提
起
が
あ
り
、
そ
れ
を
み
ん
な

で
討
論
し
て
い
く
と
い
う
展
開

で
進
め
ら
れ
た
。
ま
ず
「
社
会

保
障
と
し
て
の
歯
科
医
療
の
崩

壊
と
変
質
」
と
い
う
問
題
提
起

で
イ
ン
レ
ー
か
ら
レ
ジ
ン
充
填

へ
の
変
化
で
質
の
低
下
が
起
き

て
、
オ
ー
バ
ー
ト
リ
ー
ト
メ
ン

ト
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
な
ど
具
体
的
な
話
へ
進
み
、

低
診
療
報
酬
の
中
で
の
質
の
維

持
を
い
か
に
し
て
い
く
の
か
と

話
が
及
ん
だ
。

次
に
「
か
か
り
つ
け
歯
科
医

初
・
再
診
料
」
に
つ
い
て
、
富

山
の
中
道
先
生
か
ら
か
か
り
つ

け
初
診
廃
止
か
・
算
定
条
件
の

除
外
か
の
提
案
が
あ
り
、
千
葉

の
石
橋
先
生
や
東
京
の
中
川
先

生
、
兵
庫
の
島
津
先
生
な
ど
が

か
か
り
つ
け
初
診
料
の
算
定
に

あ
た
っ
て
本
当
に
患
者
の
同
意

を
得
て
い
る
の
か
な
ど
熱
い
議

論
が
飛
び
交
っ
て
い
た
。
ま
た

森
本
先
生
は
、
か
か
り
つ
け
医

と
か
か
り
つ
け
初
診
の
算
定
は

意
味
合
い
が
違
う
と
話
さ
れ
、

み
ん
な
納
得
し
て
い
る
よ
う
だ

っ
た
。

次
に
「
こ
れ
か
ら
の
歯
科
衛

生
士
の
あ
り
方
」
と
し
て
、
歯

科
衛
生
士
学
校
の
三
年
制
や
歯

科
衛
生
士
の
い
な
い
地
域
性
・

歯
科
衛
生
士
の
賃
金
な
ど
話
が

で
て
、
地
域
の
保
険
の
総
枠
？

を
い
か
に
撤
廃
す
る
か
と
話
が

進
ん
だ
。

最
後
に
「
特
定
療
養
費
・
混

合
診
療
へ
の
幻
想
」
に
お
い
て

は
今
後
の
保
険
動
向
（
義
歯
の

補
綴
外
し
な
ど
の
可
能
性
）
や

諸
外
国
の
保
険
事
情
（
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
の
イ
ン
プ
ラ
ン
ト
保
険

導
入
）
な
ど
を
受
け
、
熱
い
議

論
が
交
わ
さ
れ
た
。

今
回
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し

て
、
普
段
何
気
な
く
診
療
し
て

い
た
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
始
め

た
。
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TEL（076）222‐5373  FAX（076）231‐5156

医療のＩＴ化は時代の流れというけれど 医療のＩＴ化は時代の流れというけれど 
医療電算化の現状と課題 医療電算化の現状と課題 「医療電算化の光と影」講演会 

〈ORCAについて〉 
そもそも日本医師会のORCA開発の目的は 
ORCAの開発は今、何処まで進んだのか 
ORCAを導入する時のコストは 
ORCAのサポート体制はどうなのか 
既存のレセコンからORCAにうまく切替できるのか 
日本医師会の執行部が変わってORCAの支援体制に変
更があるのか 

〈電子カルテについて〉 
電子カルテはたくさん市販されているようだが使いやすいのはどれか 
電子カルテをうまく使いこなすコツは 
ずっと今まで紙のカルテを使っていたが、電子カルテにうまく
切替できるのか 
エコーやレントゲンフィルム、スケッチなども電子的な保存ができるのか 
ORCAとうまく連動できるのか 

〈レセプトの電算処理システムについて〉 
レセプトの電子媒体での提出は、医療機関にとってほんとに
メリットがあるのか 
提出されたデータが審査・支払以外にいろいろ利用される
のか 
将来の電子的な審査につながるのか 
 
こういった医療の電算化についての疑問や不安を、メーカ
ーや行政、審査支払機関の立場でなくあくまでユーザーサイ
ドに立った視点で解説していただきます。特に今回は、全国
的に見てもこの分野のエキスパートであり、きわめてユニーク
な組み合わせの、お二人の開業医師を講師にお迎えして開
催することとなりました。ぜひこの機会をお見逃しなく。なお
開催にあたり、あらかじめ講師への質問や講演内容につい
ての要望がありましたら保険医協会までお知らせ下さい。 

開催日 開催時間 

場　所 参加対象 

10月24日（日） 

講　師 本田孝也先生 
長崎県保険医協会理事・保団連情報通信ネットワーク部員 

小森　貴先生 
石川県医師会理事・日医ＩＴ問題検討委員会委員 

金沢都ホテル 5階 
10時～12時半 
会員及びスタッフ 

お申込みは、 
保険医協会まで 

全国から354人が参加して開かれた保団連第34回夏季セミナー
（7月17日・18日／東京・虎ノ門パストラル）
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い
や
〜
、
自
分
で
も
予
想
外

の
展
開
と
な
っ
て
び
っ
く
り
し

て
お
り
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
の
決

し
て
多
く
は
な
い
当
院
で
す

が
、
何
と
管
理
栄
養
士
さ
ん
に

来
て
も
ら
っ
て
い
る
の
で
す
。

こ
と
の
発
端
は
次
の
通
り
で

す
。
金
沢
大
学
の
大
村
健
二
先

生
か
ら
石
川
Ｎ
Ｓ
Ｔ
研
究
会
に

参
加
を
す
す
め
ら
れ
た
の
が
五

月
。「
Ｎ
Ｓ
Ｔ
」
は
何
回
か
こ

の
コ
ラ
ム
で
も
取
り
上
げ
た

「
栄
養
支
援
チ
ー
ム
」
の
こ
と

で
、
病
院
の
チ
ー
ム
医
療
が
テ

ー
マ
の
講
演
会
で
す
か
ら
、
在

宅
医
療
に
は
直
接
は
関
係
な
い

の
で
す
が
、
ち
ょ
っ
と
顔
を
出

し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

講
師
控
室
に
は
金
沢
大
学
栄

養
管
理
室
の
大
谷
幸
子
先
生
が

い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
大
村
先
生

の
ご
紹
介
で
ご
あ
い
さ
つ
。
初

対
面
な
の
に
ず
け
ず
け
と
日
頃

抱
い
て
い
る
在
宅
栄
養
へ
の
思

い
を
お
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。「
病
院
で
い
く
ら
立
派

な
N
S
T
を
や
っ
て
も
、
昨
今

入
院
期
間
が
短
い
の
だ
か
ら
、

退
院
後
に
そ
れ
が
継
続
さ
れ
な

け
れ
ば
何
の
意
味
も
な
い
じ
ゃ

な
い
で
す
か
」
「
た
と
え
ば
、

大
学
病
院
か
ら
、
あ
る
い
は
栄

養
士
会
か
ら
ど
な
た
か
栄
養
障

害
の
患
者
さ
ん
の
た
め
に
地
域

に
出
て
き
て
く
だ
さ
る
方
は
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
ね
」
本

当
に
私
は
図
々
し
い
。
私
と
し

て
は
、
金
沢
大
学
保
健
学
科
・

真
田
弘
美
先
生
の
褥
瘡
研
究
室

か
ら
大
学
院
生
の
方
々
が
、
難

治
性
褥
瘡
の
在
宅
患
者
さ
ん
を

よ
く
見
に
来
て
下
さ
っ
た
の

で
、
そ
う
い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
で

お
願
い
し
た
つ
も
り
だ
っ
た
の

で
す
。
温
厚
な
大
谷
先
生
は
じ

っ
と
考
え
込
ま
れ
て
か
ら
、

「
残
念
な
が
ら
現
在
そ
の
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
は
な
い
の
で
す

が
・
・
・
」
と
い
っ
た
ご
返
答

を
さ
れ
た
の
で
、
私
の
質
問
は

ず
い
ぶ
ん
先
生
を
困
ら
せ
て
し

ま
っ
た
よ
う
で
す
。

そ
れ
か
ら
二
週
間
ほ
ど
し
た

あ
る
日
、
そ
の
大
谷
先
生
か
ら

「
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
か
お

話
を
聞
い
て
み
た
い
栄
養
士
が

い
ま
す
」
と
メ
ー
ル
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
質
問
し
た
張
本
人

は
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
の

に
、
先
生
は
律
儀
に
も
栄
養
士

会
の
中
で
い
ろ
い
ろ
頼
ん
で
く

だ
さ
っ
て
い
た
の
で
し
た
。
そ

の
管
理
栄
養
士
さ
ん
は
今
年
の

春
ま
で
病
院
の
栄
養
部
に
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
方
で
、
現
在
は
フ

リ
ー
だ
が
、
当
院
で
週
四
日
常

駐
し
て
仕
事
が
で
き
れ
ば
、
と

希
望
さ
れ
て
い
る
。
う
〜
ん
、

う
ち
の
よ
う
な
小
さ
な
無
床
診

療
所
で
栄
養
士
さ
ん
に
仕
事
は

あ
る
ん
だ
ろ
う
か
、
と
一
瞬
悩

み
ま
し
た
が
、
突
然
よ
き
ラ
イ

バ
ル
で
あ
る
高
岡
駅
南
ク
リ
ニ

ッ
ク
の
塚
田
邦
夫
先
生
の
こ
と

が
頭
に
浮
か
ん
だ
の
で
す
。

塚
田
先
生
は
、
真
田
先
生
の

ご
紹
介
で
知
り
合
っ
た
褥
瘡
治

療
で
は
大
変
有
名
な
開
業
医

で
、
褥
瘡
に
関
す
る
た
く
さ
ん

の
著
作
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
彼

と
二
年
前
に
飲
み
に
行
っ
た

時
、
二
つ
の
こ
と
を
自
慢
し
て

い
た
の
を
思
い
出
し
た
の
で

す
。
一
つ
は
、
外
来
を
完
全
予

約
制
に
し
た
こ
と
。
彼
の
ク
リ

ニ
ッ
ク
は
た
い
へ
ん
繁
盛
し
て

お
り
、
二
時
間
待
ち
の
こ
と
も

少
な
く
な
い
。
二
時
間
待
た
せ

る
と
「
待
た
せ
た
こ
と
に
対
す

る
引
け
目
」
を
感
じ
な
が
ら
診

療
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が

イ
ヤ
な
の
で
、
予
約
制
に
し
た

ん
だ
そ
う
で
す
。
ま
あ
、
こ
れ

ば
か
り
は
と
て
も
真
似
で
き
な

い
な
と
思
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

も
う
一
つ
は
、
管
理
栄
養
士
を

雇
っ
た
こ
と
。
在
宅
で
の
褥
瘡

を
究
め
る
と
、
結
局
、
栄
養
の

問
題
に
行
き
着
く
か
ら
だ
そ
う

で
す
。
私
の
脳
裏
か
ら
自
信
に

満
ち
た
彼
の
笑
顔
が
な
か
な
か

消
え
よ
う
と
は
し
ま
せ
ん
で
し

た
。考

え
て
み
れ
ば
、
在
宅
医
療

の
問
題
点
の
多
く
は
、
栄
養
の

問
題
に
集
約
さ
れ
ま
す
。
褥
瘡

も
、
呼
吸
器
感
染
症
も
、
寝
た

き
り
も
、
も
と
は
と
言
え
ば
栄

養
障
害
で
す
。
私
が
胃
ろ
う
に

執
着
す
る
の
も
、
栄
養
療
法
の

効
果
を
「
端
的
」
に
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
は
な
い

か
。
た
だ
、
「
胃
ろ
う
専
門
」

と
は
言
い
な
が
ら
、
栄
養
学
そ

の
も
の
は
ま
る
で
「
ど
ん
ぶ
り

勘
定
」
で
、
シ
ロ
ウ
ト
に
毛
が

生
え
た
程
度
で
あ
る
こ
と
を
鋭

く
見
抜
く
声
が
な
か
っ
た
と
言

え
ば
ウ
ソ
に
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
な
ら
、
私
自
身
は
得
意
の

胃
ろ
う
カ
テ
ー
テ
ル
管
理
を
し

て
、
栄
養
管
理
そ
の
も
の
は
栄

養
士
さ
ん
に
任
せ
れ
ば
良
い
で

は
な
い
か
。
よ
〜
し
、
打
倒
！

塚
田
だ
。
塚
田
先
生
に
追
い
つ

き
追
い
越
せ
と
、
決
心
し
た
の

で
す
。

か
く
し
て
、
次
号
か
ら
は

「
管
理
栄
養
士
さ
ん
の
在
宅
医

療
入
門
」
が
始
ま
る
？

444444444444444444444444444
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

44444444444444444444444444 4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4

第6回  北陸PEG・ 
在宅栄養研究会の 

ご案内 
2004年11月13日（土） 
15：00～18：00

期日 

会場 石川県地場産業振興センター 
大ホール 
金沢市鞍月2-1（TEL 076-268-2010） 

 特別講演 

「嚥下障害の機序と治療、 
　　　　  リハビリテーション（仮題）」 
　藤島一郎先生 
（聖隷福祉事業団 総合病院 聖隷三方原病院  
  リハビリテーションセンター長） 

 一般演題 

経皮内視鏡的胃瘻造設術（PEG） 
　　　および在宅栄養法に関する演題 
代表世話人：金沢大学名誉教授　磨伊正義 
当番世話人：藤が丘クリニック　藤岡照裕 
事　務　局：小川医院　小川滋彦（TEL076-261-8821） 

777777777777777777
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

777777777777777777
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7



（7）2004年9月15日（毎月15日発行） （1998年２月６日第三種郵便物認可） 第389号石 川 保 険 医 新 聞

薬
師
岳
（
二
千
九
百
二
十

六
メ
ー
ト
ル
）
は
北
ア
ル
プ

ス
に
あ
っ
て
も
そ
の
存
在
感

は
抜
群
で
あ
り
、
重
量
感
を

持
ち
、
里
か
ら
眺
め
る
と
さ

な
が
ら
航
空
母
艦
の
よ
う
な

雰
囲
気
さ
え
あ
る
。
立
山
を

は
さ
ん
で
左
に
は
尖
っ
た
剣

岳
が
聳
え
て
い
る
が
、
右
に

は
対
照
的
に
薬
師
の
実
に
横

に
長
い
の
ん
び
り
し
た
山
容

が
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
山
を

一
躍
世
に
知
ら
し
め
た
の
は

昭
和
三
十
八
年
（
い
わ
ゆ
る

さ
ん
ぱ
ち
豪
雪
）
の
冬
に
起

き
た
愛
知
大
学
山
岳
部
の
大

量
遭
難
事
故
で
あ
る
。
折
か

ら
の
豪
雪
で
遭
難
し
た
学
生

十
三
人
が
全
員
雪
山
で
命
を

失
う
と
い
う
一
度
に
死
亡
し

た
数
と
し
て
は
国
内
で
は
最

悪
の
遭
難
事
故
で
あ
っ
た
。

こ
の
山
へ
の
登
山
口
は
富

山
県
の
折
立
（
標
高
千
三
百

五
十
メ
ー
ト
ル
）
が
一
般
的

だ
が
、
こ
こ
か
ら
の
ア
プ
ロ

ー
チ
も
か
な
り
長
く
、
一
般

的
に
は
標
高
二
千
三
百
メ
ー

ト
ル
の
太
郎
平
で
一
泊
し
て

翌
日
山
頂
を
目
指
す
。
折
立

か
ら
日
帰
り
す
る
こ
と
も
か

な
り
の
健
脚
者
で
な
け
れ
ば

無
理
で
あ
る
。
今
年
の
五
月

二
十
六
日
、
多
分
、
過
去
に

誰
も
行
っ
た
こ
と
の
無
い
よ

う
な
ハ
ー
ド
な
挑
戦
を
友
人

と
二
人
で
行
っ

た
。有

峰
林
道
の
入

り
口
の
亀
谷
温
泉

（
標
高
三
百
九
十

メ
ー
ト
ル
）
か
ら

折
立
ま
で
ス
キ
ー

を
担
い
で
自
転
車

を
漕
ぎ
、
折
立
か

ら
も
さ
ら
に
ス
キ

ー
を
背
負
っ
て
歩

き
、
太
郎
平
手
前

か
ら
ス
キ
ー
を
利

用
し
て
山
頂
を
目
指
し
て
登

頂
し
、
帰
り
は
山
頂
か
ら
ス

キ
ー
で
滑
降
を
し
て
下
山
す

る
と
い
う
超
ハ
ー
ド
な
山
行

で
あ
っ
た
。
総
距
離
六
十
四

キ
ロ
、
累
積
標
高
差
三
千
メ

ー
ト
ル
、
要
し
た
時
間
十
六

時
間
と
、
過
去
に
自
分
が
行

っ
た
山
行
の
中
で
も
ど
れ
も

記
録
ず
く
め
で
あ
っ
た
。

と
く
に
こ
の
時
期
閉
鎖
中

の
有
峰
林
道
を
ス
キ
ー
と
ザ

ッ
ク
を
合
わ
せ
て
約
十
五
キ

ロ
の
重
荷
を
背
負
っ
て
ス
キ

ー
靴
で
自
転
車
を
漕
ぐ
と
い

う
試
練
は
、
今
年
四
十
五
歳

に
な
る
僕
の
肉
体
に
は
か
な

り
の
重
労
働
で
あ
っ
た
。
こ

の
林
道
だ
け
で
も
片
道
二
十

キ
ロ
、
標
高
差
千
メ
ー
ト
ル

が
あ
り
、
ほ
ぼ
三
時
間
休
み

無
し
で
漕
ぎ
続
け
る
と
い

う
、
あ
る
種
の
拷
問
の
よ
う

な
試
練
で
あ
っ
た
。

こ
の
時
期
も
ち
ろ
ん
僕
た

ち
以
外
に
入
山
者
は
誰
も
い

る
は
ず
が
無
く
、
友
人
と
二

人
貸
し
切
り
の
山
行
を
楽
し

ん
だ
。
自
転
車
と
徒
歩
と
ス

キ
ー
を
駆
使
し
て
亀
谷
温
泉

か
ら
十
一
時
間
か
け
て
山
頂

に
た
ど
り
着
い
た
僕
た
ち
は
、

山
頂
か
ら
の
三
百
六
十
度
の

北
ア
ル
プ
ス
の
大
展
望
を
満

喫
し
た
。
さ
ら
に
山
頂
か
ら

東
面
に
広
が
る
広
大
な
カ
ー

ル
状
の
雪
の
斜
面
に
滑
り
込

ん
で
山
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

こ
の
時
期
で
も
薬
師
岳
に
は

豊
富
な
残
雪
が
残
り
、
山
ス

キ
ー
命
の
僕
た
ち
は
、
残
り

少
な
い
山
ス
キ
ー
シ
ー
ズ
ン

を
存
分
に
楽
し
ん
だ
。

フ
ィ
ナ
ー
レ
は
、
も
う
一

度
山
頂
に
登
り
返
し
て
山
頂

か
ら
太
郎
平
ま
で
の
滑
走
で

あ
る
。
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
だ

後
雪
が
切
れ
た
地
点
で
ス
キ

ー
を
再
度
担
い
で
山
を
下

り
、
折
立
か
ら
再
び
自
転
車

に
乗
っ
て
一
気
に
里
ま
で
下

っ
た
。

亀
谷
温
泉
を
出
発
し
た
の

は
深
夜
一
時
五
十
分
、
く
た

く
た
に
な
っ
て
自
転
車
で
ま

た
下
り
て
き
た
の
が
夕
暮
れ

迫
る
夜
六
時
で
あ
っ
た
。
こ

の
日
も
完
全
燃
焼
し
て
僕
た

ち
の
つ
ら
い
山
行
に
終
止
符

が
打
た
れ
た
。
薬
師
岳
は
ス

キ
ー
良
し
、
沢
登
り
良
し
、

縦
走
登
山
良
し
の
決
し
て
登

山
者
を
飽
き
さ
せ
な
い
山
で

あ
る
。

【第31話】　薬師岳 

薬師岳山頂からのスキー滑降

完全燃焼して亀谷温泉に帰り着いた
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憲法を通して、患者の権利やインフォームドコンセント
の問題を考える 

１．　民主主義の根本は主体的に生きること 
知るということは、何らかの評価や決断、行動が伴う。 

自分の考えを持ち、自分で決めること、その結果に責任

を持つこと。 

２．　日本の憲法で最も大切にしているものは「個人の尊重」 
自分が大切、でもそれと同じように人も大切という考えが憲法

です。 

「人権」はもともと人が持っていたが、それを人が発見

した「憲法」は、人が発明した道具で、社会全体の幸せ

の総量を増やすことができる。 

憲法は「国家権力に歯止めをかけて、国民の権利を

守るためにある」。 

「国家」が「国民」に歯止めをかけるのが法律で、逆

に「国民」が「国家」に歯止めをかけるのが憲法というこ

とになる。本当に憲法を必要としているのは、少数派であ

り、弱者である。 

いかに相手の立場、弱者や少数者の立場に立って考

えられるか、想像力を働かせることができるかが「憲法感

覚」であり、「人権感覚」である。 

反面、実際上は厳しい局面ももたらす。 

凶悪犯人でも市民と同じようにひとりの人間として尊重

すべきである。誰かの不幸の上に成り立つ自分の幸せ

は本物ではない。 

制度は手段で目的ではない。 

３．　幕末に西周（にし　あまね）がヨーロッパに留学して
RIGHTを「権利」と訳した 
人権とは、国家権力の個人領域への介入を排除する

ためのもの。憲法では最も人権が侵されやすい弱い立

場にある被疑者、被告人を守ろうとしている。 

４．　医療従事者と患者との関係 
あくまでも対等な関係が理想である。「患者様」がいい

のか「患者さんが、いかなる権利を持っている人たちなの

か」ということを習わない。 

医療の対象となるのは心も含めた人間であり、それぞ

れに違いがある。 

医療従事者も個性があり、それぞれ違いがある。 

相手を人間として尊重し、その個性を認め合う。 

「役割分担」が違う。 

医療従事者は専門知識に関して数段上の知識を持って

いる。 

患者さんは自分自身のことは多く知っている。 

その両方の知識があってはじめて正しい医療の結果

が導き出される。 

わがままな患者も尊重しなければならない。 

その人にあったサービスを提供するのが医療だと思う。 

５．　インフォームド・コンセント 
「説明と同意」ではなく、「同意するための説明」「説

明に基づいた同意」であり、本質は「同意」である。 

本質は、対等な両当事者が共通の目的（その患者さ

んの健康回復なり治療）に向かって気持ちよく協力し合

えるルール。 

★インフォームド・コンセントの本質は 
患者に不利なこと・不利益なことを伝えること。 
考えを患者さんに押しつけない。 
患者さんが自分で判断できるための材料は充分提供する。 
そこから良好な関係が生まれる。 
自己決定権＝個人の尊重。 
目的は患者さんと気持ちよく関係性を維持すること。 
手段としてインフォームド・コンセントなどの説明。 
話す側も事実と意見をきちっと使い分ける、聞き分ける。 

 
６．　教科書に載っていることをやっていれば訴訟にはならない 

患者さんのために、ある意味危険を感じながらやって

いる。 

学ぶときには原則をしっかり学ぶ必要がある。 

しかし、実践はむしろその修正なり例外の方が多い。 

修正パターン（既存の考え方ではない新しいもの、つま

り変化球を持ってきて、自分の引き出しの中にある何か）

を取り出せるかが重要だと思う。 

ミスをしたときにどういうふうに対処できるかが大事。 

「それをちゃんと見ていなかった私やスタッフが悪いの

ですから」と謝った。 

「何が良い医療行為だろうか」ということを本当に幅広く

考える。 

専門家の間では良かったという結果であっても、その

患者さんにとってみて本当に良かったのか分からない。 

医学的にみて正しいやり方でも、患者さんは苦しんで

いる。 

７．　医療行為は客観的にみれば傷害罪と同じことをしている 
犯罪にもなるし、正しいことにもなる瀬戸際のことをして

いると肝に銘じている必要がある。 

人を切りつけているのにも該当するような行為。 

患者さんが納得しているとか、または患者さんのため

になっているとかいうのが、唯一の正当化理由になる。 

「法律を知ると患者の 
  権利がみえてきた」 
「法律を知ると患者の 
  権利がみえてきた」 

新 

刊 

案 

内 

─ 法律家と開業医の新しい提言 ─ 

患者と医療従事者の対等な人間関係を考えさせる面白
い本見つけました。以下、箇条書きにて、内容をご紹介します。 

伊藤　真著 
（弁護士業務を休業、法学館館長） 

川端一永著 
（ペインクリニック 川端クリニック院長） 
メディカ出版発行 
2003年10月発行  
213Ｐ　21ｃｍ  
【販売価格】1,890円（税込） 
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書店またはネットでお求めください。 
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生
来
の
遊
び
好
き
が
嵩
じ

て
、
ラ
ス
ベ
ガ
ス
を
訪
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
何
年
か
た
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

今
年
の
五
月
の
大
型
連
休
と

て
例
外
で
は
な
く
、
手
荷
物
ひ

と
つ
の
身
軽
な
旅
支
度
で
ラ
ス

ベ
ガ
ス
の
中
心
街
か
ら
程
近
い

マ
ッ
カ
ラ
ン
国
際
空
港
に
降
り

立
つ
と
、
一
目
散
に
タ
ク
シ
ー

乗
り
場
に
直
行
で
す
。
順
番
を

待
っ
て
車
に
乗
り
込
み
「
パ
リ

ー
ス
・
ホ
テ
ー
ル
」
と
行
き
先

を
告
げ
ホ
テ
ル
に
向
か
い
ま

す
。
途
中
ド
ラ
イ
バ
ー
が
気
さ

く
に
話
し
か
け
て
き
ま
す
「
ホ

エ
ア
ー
・
ア
ー
・
ユ
ー
・
フ
ロ

ム
」
こ
ち
ら
も
「
フ
ロ
ム
・
ジ

ャ
パ
ン
」
と
応
ず
る
と
「
オ

ー
・
ジ
ャ
パ
ン
・
・
・
」
そ
の

後
は
よ
く
聞
き
取
れ
な
か
っ
た

の
で
す
が
「
ユ
ア
・
フ
ァ
ー
ス

ト
・
ビ
ジ
ッ
ト
・
・
・
」
と
か

聞
こ
え
た
の
で
「
ノ
ー
・
モ

ア
・
ザ
ン
・
テ
ン
・
タ
イ
ム

ズ
」
と
言
っ
て
み
る
と
「
オ

ー
・
・
・
」
と
か
な
り
驚
い
た

（
あ
き
れ
た
？
）
様
子
で
す
。

タ
ク
シ
ー
の
窓
か
ら
外
に
目

を
や
る
と
巨
大
ホ
テ
ル
群
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
ホ
テ
ル
が
テ
ー
マ
ホ
テ
ル

と
し
て
明
確
な
特
徴
を
前
面
に

う
ち
だ
し
て
い
る
も
の
が
ほ
と

ん
ど
で
、
例
を
挙
げ
る
と
北
イ

タ
リ
ア
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
た

べ
ラ
ー
ジ
オ
、
古
代
ロ
ー
マ
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
シ
ー
ザ
ー
ズ
パ

レ
ス
、
エ
ン
パ
イ
ア
ス
テ
ー
ト

ビ
ル
や
自
由
の
女
神
像
ま
で
あ

る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
な
ど
ど
れ
も
個
性
豊
か
で
遊

び
心
い
っ
ぱ
い
で
す
。
十
回
以

上
こ
の
地
に
来
て
い
て
も
、
決

し
て
見
飽
き
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

心
が
文
字
通
り
ト
リ
ッ
プ
し

て
し
ま
い
そ
う
に
な
り
な
が
ら

も
ふ
と
わ
れ
に
返
っ
て
ラ
ス
ベ

ガ
ス
の
リ
ピ
ー
タ
ー
と
な
っ
て

し
ま
っ
た
理
由
を
ぼ
ん
や
り
と

考
え
て
み
ま
し
た
。
こ
の
街
の

一
番
の
効
能
は
や
は
り
異
次
元

空
間
に
迷
い
込
ん
だ
と
い
っ
て

も
い
い
ほ
ど
の「
非
日
常
体
験
」

に
尽
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
国
内
で
は
非
合
法
と
な

る
ギ
ャ
ン
ブ
ル
が
堂
々
と
プ
レ

イ
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

夜
ご
と
繰
り
広
げ
ら
れ
る
数
多

く
の
華
麗
な
シ
ョ
ー
も
、
ラ
ス

ベ
ガ
ス
な
ら
で
は
の
も
の
で

す
。
し
か
し
な
が
ら
な
に
よ
り

も
こ
の
街
の
圧
倒
的
に
巨
大
な

建
造
物
、
お
び
た
だ
し
い
数
の

人
、
そ
し
て
砂
漠
の
真
ん
中
に

エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
で
あ
ろ
う
が
、

サ
ー
フ
ィ
ン
の
で
き
る
海
で
あ

ろ
う
が
、
何
で
も
作
っ
て
し
ま

う
よ
う
な
、
い
わ
ば
壮
大
な
虚

構
そ
の
も
の
が
最
高
の
魅
力
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
に
身
を

お
く
と
、
自
分
の
存
在
が
と
て

も
小
さ
な
も
の
に
思
え
て
き

て
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
何
者
で
も

な
い
た
だ
の
「one

of
them

」

に
な
れ
る
の
で
す
。

わ
れ
わ
れ
の
日
常
の
仕
事
に

は
そ
れ
な
り
の
責
任
と
義
務
が

あ
り
、
絶
え
ず
人
目
に
さ
ら
さ

れ
「
こ
う
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い

自
分
」
を
少
な
か
ら
ず
「
演
じ

て
」
い
ま
す
。
そ
う
し
な
が
ら

日
々
の
仕
事
に
追
わ
れ
て
い
る

と
心
が
澱
ん
で
き
て
平
常
心
を

保
つ
こ
と
が
難
し
く
な
り
ま

す
。
飲
み
に
出
た
り
し
て
多
少

の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
は
す
る
こ
と

は
で
き
る
で
し
ょ
う
し
、
ゴ
ル

フ
を
す
る
と
い
う
方
も
い
ら
っ

し
ゃ
る
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
し

た
と
こ
ろ
で
行
く
先
々
で
素
性

は
知
ら
れ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す

し
、
い
ろ
い
ろ
な
し
が
ら
み
か

ら
完
全
に
離
れ
て
し
ま
う
こ
と

は
難
し
い
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な

こ
と
が
煩
わ
し
く
な
る
と
ち
ょ

っ
と
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
た
ぐ
ら

い
で
は
不
十
分
に
思
え
て
、
一

度
完
全
に
リ
セ
ッ
ト
し
て
し
ま

い
た
く
な
り
ま
す
。

せ
い
ぜ
い
五
日
間
程
度
の
休

三宅　靖三宅　靖（金沢市金沢市・内科） 三宅　靖（金沢市・内科） 
1─6回シリーズ─ ─6回シリーズ─ 

本
紙
八
月
号
の
平
和
特
集
記
事
に
感
銘
し
、
共
感
を
覚
え

た
。私

の
両
下
腿
に
は
、
今
も
ケ
ロ
イ
ド
が
残
る
。
そ
の
面
積

を
集
合
す
る
と
、
ち
ょ
う
ど
二
歳
児
の
下
腿
の
表
面
積
に
な

る
は
ず
だ
。

福
井
空
襲
を
避
け
て
田
舎
に
疎
開
し
て
い
た
私
は
、
栄
養

失
調
に
近
い
状
態
だ
っ
た
。
ぶ
よ
に
刺
さ
れ
た
下
腿
は
化
膿

し
、
骨
が
見
え
、
消
毒
さ
れ
る
と
き
は
泣
き
喚
い
た
と
い
う
。

成
長
に
と
も
な
い
面
積
は
狭
く
な
っ
て
い
っ
た
が
、
こ
の
ケ

ロ
イ
ド
は
家
族
か
ら
聞
い
た
戦
争
体
験
と
と
も
に
、
私
の
戦

争
反
対
へ
の
出
発
点
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

一
九
九
七
年
、
日
米
防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
（
新
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
）、
一
九
九
九
年
、
周
辺
事
態
法
が
成
立
し
た
。

当
時
、
城
北
病
院
に
横
須
賀
の
海
上
自
衛
隊
か
ら
電
話
が
か

か
っ
て
き
た
。
金
沢
港
か
ら
病
院
ま
で
の
距
離
や
、
必
要
な

と
き
に
は
高
圧
酸
素
タ
ン
ク
を
利
用
で
き
る
か
の
問
い
合
わ

せ
で
あ
っ
た
。
戦
争
の
準
備
が
さ
れ
て
い
る
、
そ
れ
に
協
力

さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
不
安
を
覚
え
た
。

昨
年
か
ら
今
年
に
か
け
て
「
国
民
保
護
」
法
を
含
む
有
事

関
連
法
案
が
相
次
い
で
成
立
し
、
軍
行
動
円
滑
法
に
基
づ
き
、

米
軍
支
援
が
認
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
有
事
に
は
国
民
の
権

利
は
停
止
さ
れ
、
地
方
自
治
体
の
長
、
さ
ら
に
は
緊
急
時
に

は
自
衛
隊
そ
の
も
の
が
命
令
を
下
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
病

院
、
診
療
所
は
管
理
下
に
お
か
れ
、
医
師
、
歯
科
医
師
は
じ

め
技
術
職
は
、
自
衛
隊
の
同
種
の
業
務
に
就
く
よ
う
命
令
さ

れ
る
。
官
報
に
は
そ
れ
ら
の
公
用
令
書
書
式
（
戦
時
の
赤
紙

と
呼
ば
れ
た
も
の
と
同
じ
）
も
記
載
、
準
備
さ
れ
て
い
る
。

「
共
謀
法
」
が
今
国
会
で
審
議
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
新
聞

で
知
っ
た
。
自
衛
隊
の
高
圧
酸
素
タ
ン
ク
使
用
を
阻
止
す
る

た
め
に
、
ピ
ケ
を
張
っ
て
反
対
し
よ
う
と
相
談
し
、
市
民
に

も
支
援
を
要
請

―
な
ど
の
行
動
は
、「
共
謀
法
」
違
反
で

逮
捕
さ
れ
か
ね
な
い
。
事
前
に
密
告
し
た
人
に
は
刑
を
軽
減

す
る
と
い
う
条
項
ま
で
あ
る
と
い
う
。

着
々
と
戦
争
へ
の
準
備
が
さ
れ
て
い
る
が
、
最
後
の
仕
上

げ
は
憲
法
「
改
正
」（
憲
法
九
条
の
戦
争
放
棄
、
武
力
不
保

持
を
な
き
も
の
に
）
で
あ
ろ
う
。

六
月
十
日
に
医
師
で
評
論
家
の
加
藤
周
一
氏
、
大
江
健
三

郎
氏
、
井
上
ひ
さ
し
氏
ら
九
氏
が
「
九
条
の
会
」
を
立
ち
上

げ
、
憲
法
を
守
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
国
民
に
呼
び
か

け
た
。
記
者
会
見
に
は
八
十
人
の
記
者
が
参
加
し
た
と
い
う

が
、
マ
ス
コ
ミ
は
報
道
し
な
か
っ
た
。
も
う
、
巧
妙
な
報
道

管
制
が
は
じ
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
九
条
の
会
」
の
ア
ピ
ー
ル
は
『
憲
法
「
改
正
」
の
意
図

は
日
本
を
ア
メ
リ
カ
に
従
っ
て
「
戦
争
を
す
る
国
」
に
変
え

る
こ
と
に
あ
り
、
・
・
・
軍
事
優
先
の
国
家
に
向
か
う
道
を

歩
む
も
の
で
あ
る
。
・
・
・
国
の
未
来
の
在
り
方
に
対
す
る

主
権
者
の
責
任
と
し
て
憲
法
を
守
る
と
い
う
一
点
で
手
を
つ

な
ぎ
、
一
人
ひ
と
り
が
で
き
る
あ
ら
ゆ
る
努
力
を
い
ま
す
ぐ

は
じ
め
る
こ
と
』
を
訴
え
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
世
界

に
発
信
す
る
た
め
に
韓
国
語
、
中
国
語
、
英
語
、
仏
語
で
も

書
か
れ
て
い
る
。

w
w
w
.9-jo.jp/

『L
an
cet

』
八
月
二
十
一
日
号
は
「
健
康
と
人
権
」
面
で

あ
の
忌
ま
わ
し
い
イ
ラ
ク
、
ア
ブ
グ
レ
イ
ブ
刑
務
所
の
虐
待

に
軍
医
が
協
力
し
て
い
た
と
の
記
事
を
載
せ
た
。
私
た
ち
の

先
輩
は
心
な
ら
ず
も
「
軍
医
」
と
し
て
戦
争
に
協
力
さ
せ
ら

れ
た
。
再
び
、
同
じ
道
を
歩
ま
さ
れ
る
の
は
ご
め
ん
だ
。
医

師
は
生
命
を
守
る
こ
と
を
使
命
と
し
て
い
る
。
戦
争
に
な
れ

ば
人
間
の
尊
厳
も
人
権
も
奪
わ
れ
、
理
由
も
な
く
、
多
数
の

人
命
が
奪
わ
れ
て
い
く
。
救
命
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
疾
病

に
対
し
て
は
予
防
あ
る
の
み
が
医
療
の
教
え
の
は
ず
。

「
九
条
の
会
」
に
参
加
し
て
多
く
の
国
民
の
み
な
さ
ま
と

一
緒
に
戦
争
を
し
な
い
国
を
守
り
た
い
。
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人
権
を
守
る

医
師
の
責
務
と

「
九
条
の
会
」

白
崎
　
良
明
（
金
沢
市
・
内
科
）

み
が
限
度
の
自
分
に
と
っ
て
、

心
の
リ
セ
ッ
ト
に
は
ラ
ス
ベ
ガ

ス
は
最
適
の
場
所
と
な
っ
て
い

ま
す
。
と
は
い
っ
て
も
、
ギ
ャ

ン
ブ
ル
の
楽
し
み
を
抜
き
に
ラ

ス
ベ
ガ
ス
を
論
ず
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
ギ
ャ
ン
ブ
ル
と
い

う
と
日
本
語
で
は
「
博
打
・
賭

博
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
つ
き

ま
と
う
よ
う
で
す
が
、
む
し
ろ

「
挑
戦
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス

が
強
く
、
ス
ポ
ー
ツ
用
語
に
も

普
通
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

次
回
か
ら
は
カ
ジ
ノ
の
様
子

や
具
体
的
な
楽
し
み
方
を
紹
介

し
て
い
く
予
定
で
す
。

囲 碁 

（解答は２面にあります） （解答は２面にあります） 

持
駒
　
飛
銀 

■出題 
　九段 
　佐藤昌晴 

黒先白死　5分で高段者 
〈ヒント〉3手目が急所です。 

■出題 
　六段 
　高田尚平 

〈ヒント〉1四の角が詰み上がりを 
 暗示。10分で1級。 
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９月24日にグループ保険加入会員に送金します。 
なお、この還元金は年間保険料の割戻しのため、非

課税扱いになります。 
どこよりも有利な保険医協会のグループ保険。会員

本人は 4千万円、配偶者は 1千万円、お子様は 4百万
円まで加入できますので、ぜひ、満額加入をお勧めし
ます。 
加入状況をお知りになりたい方や、保険金の増額を

ご希望される方は、保険医協会まで遠慮なくご連絡く
ださい。 

2003年度グループ保険の還元金は、 
48％に決定 

グループ保険還元金 
9月24日（金）に送金します 
グループ保険還元金 
9月24日（金）に送金します 

お問い合わせは協会事務局まで  1076－222－5373




